
Title 権利濫用理論の一つの終焉 : 対抗力なき土地賃借権と明渡請求
Sub Title A close of the theory on abuse of rights
Author 田中, 実(Tanaka, Minoru)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1972

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and sociology
). Vol.45, No.2 (1972. 2) ,p.29- 45 

JaLC DOI
Abstract
Notes 峯村光郎教授 退職記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19720215-0029

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉

　
　
　
　
－
対
抗
力
な
き
土
地
賃
借
権
と
明
渡
請
求
ー

田

中

実

一
　
序
　
　
説

二
　
権
利
濫
用
理
論
の
展
開
と
定
着

三
　
対
抗
力
な
き
土
地
賃
借
権
と
明
渡
請
求

　
　
　
ー
権
利
濫
用
理
論
の
適
用
を
め
ぐ
つ
て
ー

　
ω
　
最
判
・
昭
和
四
三
年
九
月
三
日

働
　
学
説
の
概
観
と
私
見

四
む
す
び

序

説

閣
　
権
利
濫
用
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
と
き
に
．
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
著
名
な
格
言
と
し
て
「
権
利
は
、
濫
用
の
始
ま
る
と
こ
ろ
に
終
る
」
と

い
う
の
が
あ
る
。

　
で
は
、
権
利
濫
用
理
論
そ
の
も
の
が
濫
用
さ
れ
始
ま
つ
た
ら
、
ど
う
な
る
か
。
や
は
り
、
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
が
訪
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
そ
し
て
、
権
利
濫
用
理
論
に
代
つ
て
、
新
し
い
他
の
理
論
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
一
九
五
）



　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
一
九
六
）

　
そ
の
よ
う
な
一
つ
の
事
例
を
、
対
抗
力
な
き
土
地
賃
借
権
と
明
渡
請
求
の
間
題
を
通
し
て
観
察
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
　
権
利
濫
用
理
論
は
、
そ
の
登
場
の
当
初
か
ら
、
一
部
の
学
者
に
よ
つ
て
二
般
条
項
へ
の
逃
避
」
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
、

正
当
な
る
べ
き
権
利
の
行
使
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
権
利
濫
用
理
論
に
つ
い
て
基
本
的
な
疑
問
が
浮
ぶ
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
、
近
時
の
通
説
・
判
例
は
、
要
件
や
効
果
を
模
索
し
な
が
ら
、
権
利
濫
用
理
論
を
是
認
し
て
き
た
し
、
つ
い
に
、
民
法
改
正
を
機
会
に
、

そ
れ
は
民
法
典
の
な
か
に
ま
で
条
文
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
権
利
濫
用
理
論
は
、
い
わ
ば
「
伝
家
の
宝
刀
」
で
あ
つ
て
、
軽
々
し
く
用
い
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
も
し
権
利
濫
用
理
論
を
し
ば

し
ば
用
い
て
ま
で
、
あ
る
権
利
の
行
使
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
生
ず
る
と
し
た
ら
、
む
し
ろ
そ
の
権
利
の
在
り
方
自
体
に
問

題
が
あ
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
検
討
を
怠
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
「
一
般
条
項
へ
の
逃
避
」
と
い
う
非
難
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。

三
　
本
稿
は
、
峯
村
光
郎
先
生
が
本
塾
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
積
年
の
学
恩
に
対
す
る
感
謝
と
惜
別
の
意
を
あ
ら
わ
す
た
め
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
思
え
ば
、
も
う
三
〇
年
の
昔
に
な
る
。
昭
和
一
七
年
春
の
こ
と
、
私
は
、
最
も
親
し
か
つ
た
同
級
生
Y
君
に
連
れ
ら
れ
て
、
先
生
の
お
宅
に
伺

い
、
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
一
員
に
加
わ
る
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
以
来
、
公
私
の
両
面
に
わ
た
り
、
限
り
な
い
ご
指
導
を
受
け
て
き
た
。

私
が
学
問
の
道
に
志
す
よ
う
に
な
つ
た
の
も
、
一
に
先
生
の
殊
遇
に
甘
え
た
結
果
で
あ
り
、
生
来
、
不
敏
に
し
て
、
か
つ
怠
惰
な
私
ご
と
き
者
が
、

い
く
た
び
か
の
挫
折
と
停
滞
を
経
な
が
ら
、
ど
う
に
か
今
日
に
至
る
こ
と
を
得
た
の
も
、
ひ
と
え
に
先
生
の
ご
庇
護
の
賜
物
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

単
な
る
条
文
解
釈
学
に
堕
さ
ず
．
つ
ね
に
原
理
的
な
も
の
へ
の
関
心
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま
つ
た
く
先
生
の
ご
啓
発
に
よ
る

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
．
ま
こ
と
に
拙
い
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
を
捧
呈
し
、
併
せ
て
、
先
生
の
こ
ん
ご
一
層
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
と
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。



二
　
権
利
濫
用
理
論
の
展
開
と
定
着

四
　
わ
が
民
法
一
条
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
権
利
濫
用
の
法
理
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
昭
和
二
二
年
の
民
法
改
正
に
さ
い
し
て
導
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
権
利
濫
用
の
法
理
は
、
そ
の
と
き
に
突
然
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
実
は
そ
の
バ
ッ
ク
に
、
大
正
年
問
か
ら

昭
和
に
か
け
て
の
判
例
お
よ
び
学
説
に
よ
る
長
い
展
開
過
程
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
も
と
も
と
近
代
的
民
法
秩
序
に
お
い
て
は
、
法
的
人
格
平
等
の
原
則
等
と
な
ら
ん
で
、
権
利
の
絶
対
的
な
保
障
も
原
則
化
さ
れ
、
権
利
の
行
使

は
、
ほ
と
ん
ど
無
制
限
に
自
由
な
も
の
と
し
て
是
認
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
自
己
の
権
利
を
行
使
す
る
者
は
、
何
人
に
対
し
て
も
不
法
を
行

う
も
の
で
は
な
い
」
（
曾
＝
弩
Φ
聲
。
暮
一
9
ぴ
ぎ
且
巳
響
詳
巨
霞
一
弩
）
と
か
「
自
己
の
権
利
を
行
使
す
る
者
は
、
何
人
を
も
害
す
る
こ
と
は
な

い
」
（
曾
＝
霞
Φ
誰
。
暮
醤
霞
｝
冨
邑
琴
ヨ
一
器
鼻
）
と
か
い
う
法
諺
は
、
元
来
が
・
ー
マ
法
上
の
原
則
で
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
久
し
く
近
代

私
法
学
界
を
支
配
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
代
資
本
制
社
会
は
、
一
九
世
紀
以
降
、
き
わ
め
て
高
度
の
発
展
を
と
げ
、
そ
れ
の
反
面
と
し
て
、
個
人
あ
る
い
は
団
体
の
あ
い

だ
の
利
害
の
対
立
・
衝
突
が
し
だ
い
に
複
雑
か
つ
深
刻
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
権
利
行
使
を
各
人
の
自
由
に
委
ね
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
各
種
の
弊

害
が
よ
う
や
く
顕
著
と
な
つ
た
。
か
く
て
、
近
時
の
自
由
主
義
的
思
想
へ
の
反
省
、
な
い
し
社
会
主
義
的
思
想
の
興
隆
に
つ
れ
て
、
従
来
の
権
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

行
使
の
絶
対
的
自
由
に
対
す
る
反
流
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
権
利
濫
用
禁
止
の
法
理
は
、
こ
こ
に
登
場
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
（
1
）
谷
口
（
編
）
・
注
釈
民
法
ω
八
九
頁
以
下
（
植
林
）
参
照
。

五
　
権
利
濫
用
観
念
の
展
開
過
程
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
そ
の
原
初
的
形
態
は
、
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
イ
ソ
ミ
ッ
シ
ォ
ソ
な
い
し
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
法

理
と
し
て
ー
つ
ま
り
不
法
行
為
の
体
系
の
な
か
に
現
わ
れ
た
。
わ
が
国
の
判
例
法
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
た
と
え
ば
ー

　
＠
　
ア
ル
カ
リ
製
造
会
社
の
硫
煙
に
よ
り
農
作
物
に
被
害
を
受
け
た
者
が
、
会
社
に
対
し
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
。
一
審
と
二
審

　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
（
一
九
七
）



　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
　
　
（
幽
九
ハ
）

で
は
、
そ
の
請
求
が
認
め
ら
れ
た
が
、
大
審
院
で
は
、
「
其
目
的
タ
ル
事
業
二
因
リ
テ
生
ズ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
損
害
ヲ
予
防
ス
ル
ガ
為
メ
、
右
事
業

の
性
質
二
従
ヒ
相
当
ナ
ル
設
備
ヲ
施
シ
タ
ル
以
上
ハ
」
損
害
賠
償
の
義
務
な
き
旨
を
判
示
し
た
（
大
判
大
正
五
年
一
二
月
二
二
目
民
録
一
三
輯
二
四
七

四
頁
）
。

　
⑥
　
地
主
が
借
地
人
に
対
す
る
家
屋
除
去
土
地
明
渡
の
執
行
を
な
す
に
あ
た
り
、
乱
暴
な
取
扱
い
を
し
た
た
め
に
材
木
の
用
を
な
さ
な
く
な
つ

た
。
大
審
院
は
、
不
法
行
為
と
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た
。
「
権
利
行
使
ノ
場
合
ト
錐
モ
、
故
意
又
ハ
過
失
二
因
リ
其
範
囲
ヲ
超
越
シ
失
当

ナ
ル
方
法
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ガ
為
メ
ニ
他
人
ノ
権
利
ヲ
侵
害
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
侵
害
ノ
程
度
二
於
テ
不
法
行
為
タ
ル
モ
ノ
ト
為
サ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
」

（
大
判
大
正
六
年
一
月
二
二
日
民
録
二
三
輯
一
四
頁
）
。

　
＠
　
信
玄
公
旗
掛
け
の
松
と
い
わ
れ
る
名
木
が
汽
車
の
煤
煙
の
た
め
に
枯
死
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
大
審
院
は
「
煤
煙
予
防
ノ
方
法
ヲ
施
サ
ズ

シ
テ
煙
害
ノ
生
ズ
ル
ニ
任
セ
該
松
樹
ヲ
枯
死
セ
シ
メ
タ
ル
ハ
、
其
営
業
タ
ル
汽
車
運
転
ノ
結
果
ナ
リ
ト
ハ
云
へ
社
会
観
念
上
一
般
二
認
容
ス
ベ
キ

モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
範
囲
ヲ
超
越
シ
タ
ル
モ
ノ
…
…
」
と
論
じ
て
、
賠
償
責
任
を
認
め
た
（
大
判
大
正
八
年
三
月
三
日
民
録
二
五
輯
三
五
六
頁
）
。

　
こ
れ
ら
の
判
例
を
通
じ
て
、
権
利
濫
用
禁
止
の
法
理
が
し
だ
い
に
成
熟
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
判
例
は
、
実
は

権
利
濫
用
の
観
念
が
不
法
行
為
に
応
用
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。

　
つ
ま
り
、
判
例
は
、
権
利
の
行
使
に
も
社
会
観
念
上
容
認
さ
れ
る
或
る
一
定
の
限
界
が
伴
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

具
体
的
に
は
．
そ
の
一
定
の
限
界
を
こ
え
て
権
利
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
、
一
種
の
不
法
行
為
と
し
て
、
発
生
し
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
責
任
を

認
め
る
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
権
利
の
行
使
そ
の
も
の
を
許
さ
な
い
と
ま
で
は
い
つ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
権
利
濫
用
禁
止
の
法
理
の
働
き

方
と
し
て
は
、
か
な
り
消
極
的
だ
と
評
価
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

六
　
し
か
し
、
昭
和
期
に
入
つ
て
、
判
例
の
態
度
は
、
や
が
て
も
う
一
歩
を
ふ
み
出
し
、
社
会
観
念
上
容
認
さ
れ
る
べ
き
限
界
を
こ
え
た
と
み
ら

れ
る
場
合
に
は
、
権
利
の
行
使
そ
の
も
の
が
許
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
を
論
ず
る
に
い
た
つ
た
。



　
こ
の
よ
う
な
権
利
濫
用
理
論
の
形
成
は
、
私
権
の
な
か
で
も
最
も
代
表
的
な
所
有
権
1
と
り
わ
け
、
他
の
権
利
と
接
触
す
る
と
こ
ろ
の
大
き

い
土
地
所
有
権
ー
の
濫
用
を
め
ぐ
つ
て
展
開
さ
れ
て
い
つ
た
。
こ
の
系
統
に
属
す
る
重
要
な
判
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ぽ
、
ー

　
⑥
　
鉄
道
会
社
が
温
泉
経
営
の
た
め
引
湯
用
木
管
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
誤
つ
て
他
人
の
土
地
の
一
部
に
無
断
で
通
過
さ
せ
て
し
ま
つ
た
。
そ

の
木
管
の
通
つ
て
い
る
山
腹
の
土
地
を
買
受
け
た
者
が
、
そ
の
木
管
の
通
つ
て
い
る
部
分
が
わ
ず
か
二
坪
に
足
り
な
い
の
に
、
木
管
を
撤
去
す
る

か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
右
土
地
三
千
坪
を
高
価
に
買
取
る
か
と
要
求
し
た
。
大
審
院
は
こ
れ
を
「
如
上
ノ
行
為
ハ
全
体
二
於
テ
専
ラ
不
当
ナ
ル
利

益
ノ
掴
得
ヲ
目
的
ト
シ
所
有
権
ヲ
以
テ
其
ノ
具
二
供
ス
ル
ニ
帰
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
社
会
観
念
上
所
有
権
ノ
目
的
二
違
背
シ
其
ノ
機
能
ト
シ
テ
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

サ
ル
ベ
キ
範
囲
ヲ
超
脱
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
権
利
ノ
濫
用
二
外
ナ
ラ
ズ
」
と
論
じ
た
（
大
判
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
五
日
民
集
一
四
巻
一
九
六
五
頁
）
。

　
⑥
　
電
力
会
社
が
発
電
用
水
路
と
し
て
つ
く
つ
た
ト
ン
ネ
ル
が
無
断
で
他
人
の
土
地
の
下
を
貫
通
し
た
。
地
主
か
ら
そ
の
除
去
を
要
求
し
た
と

こ
ろ
、
大
審
院
は
、
「
其
ノ
巨
大
ナ
ル
物
資
ト
労
力
ノ
空
費
ヲ
来
シ
社
会
経
済
上
ノ
損
失
　
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
」
が
あ
る
か
ら
、
地
主
は
「
唯
損
害

賠
償
ヲ
得
テ
」
甘
ん
ず
べ
き
だ
と
し
た
（
大
判
昭
和
一
一
年
七
月
一
〇
日
民
集
一
五
巻
一
四
八
一
頁
）
。

　
ω
　
鉄
道
会
社
が
線
路
敷
設
工
事
を
す
る
に
あ
た
り
、
無
断
で
他
人
の
所
有
地
を
埋
立
て
、
し
か
も
そ
の
裁
判
上
・
裁
判
外
の
抗
議
を
も
無
視

し
て
工
事
を
完
成
さ
せ
た
事
件
に
つ
い
て
、
大
審
院
は
詳
細
に
事
実
を
説
明
し
た
後
、
「
強
テ
之
ヲ
除
去
セ
ン
ト
セ
バ
同
地
方
二
於
ケ
ル
重
要
交

通
路
二
長
期
三
旦
リ
著
シ
キ
不
便
ト
危
険
ヲ
招
来
シ
一
般
公
共
ノ
利
益
ヲ
阻
害
ス
ル
コ
ト
甚
シ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
該
工
事
モ
亦
技
術
上
至
難
ニ
シ

テ
　
ナ
カ
ラ
ザ
ル
日
時
ト
費
用
ト
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
看
取
」
で
き
る
と
述
べ
、
地
主
の
原
状
回
復
請
求
を
拒
否
し
た
（
大
判
昭
和
一
三
年

一
〇
月
二
六
日
民
集
一
七
巻
二
〇
五
七
頁
）
。

　
（
2
）
　
余
り
に
も
著
名
な
判
決
で
は
あ
る
が
、
田
中
「
権
利
の
濫
用
」
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
民
法
の
判
例
）
四
頁
以
下
参
照
。

七
　
こ
れ
ら
の
判
例
を
通
じ
て
、
権
利
濫
用
理
論
は
新
し
い
展
開
に
入
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
権
利
濫
用
の
成
立
要
件
の
扱
い
方
に
、
一
つ
の
傾
向

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
（
一
九
九
）



　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
二
〇
〇
）

　
一
般
に
、
権
利
濫
用
の
成
立
要
件
と
し
て
は
、
主
観
的
要
件
と
客
観
的
要
件
と
が
考
え
ら
れ
る
．
主
観
的
要
件
と
は
、
権
利
行
使
者
が
相
手
方

に
対
し
て
加
害
意
思
な
い
し
加
害
目
的
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
客
観
的
要
件
と
は
、
権
利
行
使
に
あ
た
つ
て
対
立
す
る
両
当
事
者
の

利
益
の
評
価
と
比
較
衡
量
を
意
味
す
る
。
こ
の
二
種
の
要
件
は
、
権
利
濫
用
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
さ
い
し
て
、
も
と
よ
り
両
者
相
関

的
に
考
慮
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、
し
だ
い
に
主
観
的
要
件
よ
り
も
客
観
的
要
件
に
重
き
を
お
い
て
判
断
す
る

傾
向
が
現
わ
れ
て
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
右
に
あ
げ
た
判
例
に
即
し
て
い
え
ば
、
⑥
の
ケ
ー
ス
で
は
、
相
手
方
を
困
惑
さ
せ
不
当
な
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
権
利
行
使
者
の
主
観
的
な
意

図
（
加
害
目
的
な
い
し
加
害
意
思
）
が
　
　
た
と
え
形
式
的
に
は
適
法
な
権
利
行
使
と
い
う
外
観
を
と
る
に
せ
よ
ー
法
の
保
護
に
価
し
な
い
も
の

と
し
て
評
価
さ
れ
、
そ
こ
に
権
利
濫
用
の
理
論
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
⑥
ω
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、
か
よ
う
な
主

観
的
な
加
害
目
的
な
い
し
加
害
意
思
で
は
な
く
て
、
当
事
者
間
の
利
害
の
衡
平
、
な
い
し
社
会
的
な
利
益
の
評
価
と
い
う
、
む
し
ろ
客
観
的
た
面

か
ら
の
判
断
、
あ
る
い
は
権
利
そ
れ
自
体
の
有
す
べ
ぎ
社
会
経
済
的
目
的
（
と
く
に
公
共
性
）
の
評
価
が
、
権
利
濫
用
の
成
否
を
判
断
す
べ
き
基

準
と
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
よ
う
な
私
有
財
産
制
度
の
も
と
に
お
い
て
、
権
利
濫
用
禁
止
の
法
理
は
、
実
質
的
に
対
立
す
る
個
人
ま
た
は
団
体
間
の
利
益
の
調
整
を

す
る
機
能
を
有
す
べ
き
も
の
な
の
だ
か
ら
、
右
の
よ
う
な
判
例
の
傾
向
は
、
た
し
か
に
妥
当
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
権
利
濫
用

の
成
立
要
件
と
し
て
、
主
観
的
要
件
ま
た
は
客
観
的
要
件
と
い
う
二
種
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
に
せ
よ
．
結
果
的
に
は
、
客
観
的
要
件
の
方
が
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

要
な
要
件
と
な
り
、
主
観
的
要
件
は
単
に
副
次
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
こ
と
も
、
必
ず
し
も
不
当
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
田
中
「
権
利
濫
用
」
（
民
法
演
習
1
）
六
頁
、
谷
口
（
編
）
前
掲
九
七
頁
（
植
林
）
な
ど
参
照
．

八
　
お
よ
そ
右
の
よ
う
に
し
て
、
権
利
濫
用
を
め
ぐ
る
多
く
の
判
例
は
、
権
利
濫
用
の
成
立
要
件
や
効
果
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
明
ら
か

に
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
判
例
の
展
開
と
呼
応
し
て
、
学
説
に
よ
る
理
論
的
擁
護
が
あ
つ
た
こ
と
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま



（
4
）

い
。

　
判
例
・
学
説
の
両
面
か
ら
す
る
権
利
濫
用
理
論
の
成
熟
化
は
．
つ
い
に
、
昭
和
二
二
年
の
民
法
改
正
を
契
機
と
し
て
、
権
利
権
用
の
禁
止
を
明

示
す
る
条
文
と
な
つ
て
、
そ
の
実
を
結
ん
だ
。
こ
こ
に
、
権
利
濫
用
理
論
は
、
民
法
体
系
中
に
定
着
し
た
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
そ
の
後
も
、
判
例
・
学
説
に
よ
る
権
利
濫
用
理
論
の
推
進
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
昭
和
三
七
年
、
権
利
濫
用
理
論
を

最
も
精
力
的
に
究
明
し
て
こ
ら
れ
た
末
川
博
士
の
古
稀
を
記
念
す
る
論
文
集
・
『
権
利
濫
用
の
研
究
』
上
中
下
三
巻
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま

さ
し
く
権
利
濫
用
理
論
の
集
大
成
と
し
て
高
く
評
価
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
（
4
）
末
川
・
権
利
濫
用
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
文
献
が
あ
る
が
、
簡
明
な
要
約
と
し
て
、
た
と
え
ば
谷
口
（
編
）
前
掲
九
一
頁
以
下
（
植
林
）
な
ど
参
照
。

九
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
権
利
濫
用
理
論
の
集
大
成
は
、
た
し
か
に
、
一
つ
の
頂
点
へ
の
到
達
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
一
方

で
、
理
論
適
用
の
飛
躍
的
精
密
化
を
も
た
ら
す
反
面
、
他
方
で
、
こ
の
理
論
の
も
つ
べ
き
機
能
的
限
界
性
の
指
摘
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
、
看
過

す
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
た
と
え
ば
、
「
所
有
権
の
濫
用
」
の
問
題
を
考
察
さ
れ
た
舟
橋
教
授
は
、
す
で
に
不
法
行
為
や
妨
害
排
除
請
求
に
つ
い
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
わ
ゆ
る
相
関
関
係
説
の
拡
大
適
用
を
試
み
ら
れ
、
所
有
権
の
行
使
が
濫
用
に
な
る
か
否
か
は
、
け
つ
ぎ
よ
く
当
事
者
間
に
存
す
る
各
種
事
情
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

利
害
の
相
関
的
・
綜
合
的
考
慮
に
よ
つ
て
決
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
む
し
ろ
「
所
有
権
濫
用
法
理
か
ら
の
脱
皮
が
必
要
な
こ
と
」

を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

　
舟
橋
教
授
に
よ
れ
ぽ
、
「
元
来
、
所
有
権
濫
用
の
理
論
は
．
所
有
権
を
出
発
点
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
所
有
権
の
主
張
を
例
外
的
に
制
限
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
所
有
権
濫
用
法
理
の
本
来
の
行
き
方
」
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
原
則
と
例
外
と
の
区
別
が
不
明
確
に
な
り
、
徒
ら
に
混
乱

す
る
ば
か
り
か
、
相
対
的
な
も
の
に
な
つ
て
し
ま
う
よ
う
で
は
、
理
論
と
し
て
透
徹
を
欠
く
し
、
む
し
ろ
率
直
に
「
所
有
権
濫
用
法
理
は
、
少
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
も
そ
の
重
要
な
側
面
に
お
い
て
過
去
の
使
命
を
終
り
、
よ
り
高
次
な
相
関
関
係
の
理
論
に
席
を
譲
る
べ
き
だ
」
と
主
張
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
　
（
二
〇
一
）



　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
（
二
〇
二
）

　
右
の
よ
う
な
所
有
権
濫
用
法
理
の
理
論
と
し
て
の
限
界
性
の
指
摘
は
、
ま
さ
し
く
現
社
会
に
お
け
る
所
有
権
制
度
そ
れ
自
体
の
内
在
的
批
判
を

含
む
も
の
で
あ
り
、
卓
見
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
駿
尾
に
附
し
て
、
と
く
に
土
地
賃
借
権
の
対
抗
力
の
問
題
を
中
心
に
、
同
じ
く
権

利
濫
用
理
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
（
5
）
舟
橋
「
所
有
権
の
濫
用
」
（
末
川
先
生
古
稀
記
念
・
権
利
の
濫
用
（
中
）
）
一
頁
以
下
、
と
く
に
二
三
頁
以
下
参
照
。

　
（
6
）
我
妻
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
」
（
新
法
学
全
集
）
一
二
五
頁
以
下
、
加
藤
「
不
法
行
為
」
（
法
律
学
全
集
）
一
〇
六
頁
以
下
、
舟
橋
「
物
権
法
」
（
法
律
学
全
集
）
二

　
　
五
頁
以
下
等
参
照
．

　
（
7
）
舟
橋
前
掲
「
所
有
権
の
濫
用
」
三
二
頁
。

　
（
8
）
　
同
三
一
頁
。

　
（
9
）
　
同
三
二
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
対
抗
力
な
き
土
地
賃
借
権
と
明
渡
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
権
利
濫
用
理
論
の
適
用
を
め
ぐ
つ
て
i

　
①
　
最
判
・
昭
和
四
三
年
九
月
三
日
i
事
実
関
係
と
判
旨

一
〇
　
土
地
賃
借
権
の
対
抗
力
は
、
制
度
上
、
そ
の
賃
借
権
の
登
記
を
な
す
か
（
民
六
〇
五
条
）
．
ま
た
は
そ
の
借
地
上
の
建
物
に
つ
ぎ
登
記
を
な

す
（
建
物
保
護
法
）
こ
と
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
る
。
前
者
の
方
法
は
、
賃
貸
人
（
土
地
所
有
者
）
の
協
力
が
な
い
か
ぎ
り
、
賃
借
権
者
と
し
て
は
不
可

能
で
あ
る
が
、
後
者
の
方
法
は
、
借
地
上
に
建
物
を
所
有
す
る
以
上
、
賃
借
権
者
が
単
独
で
な
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
賃
借
権
の
対
抗
力
を
得
よ

う
と
す
る
賃
借
権
者
に
と
つ
て
．
最
も
簡
単
で
確
実
な
方
法
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
取
引
界
の
実
状
で
は
、
こ
の
容
易
な
方
法
で
す
ら
余
り
利
用
さ
れ
ず
、
し
た
が
つ
て
対
抗
力
を
具
え
な
い
賃
借
権
が
少
な
か
ら
ず
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
貸
人
（
土
地
所
有
者
）
か
ら
土
地
を
買
受
け
た
よ
う
な
第
三
者
か
ら
、
賃
借
権
を
否
認

し
、
土
地
の
明
渡
を
求
め
た
ら
、
ど
う
な
る
か
。
対
抗
力
を
具
え
て
い
な
い
以
上
、
一
般
に
は
、
明
渡
請
求
を
認
め
、
た
だ
当
事
者
間
の
事
情
の



如
何
に
よ
つ
て
は
、
権
利
濫
用
禁
止
の
法
理
に
よ
つ
て
明
渡
請
求
を
抑
え
る
の
が
、
従
来
の
判
例
の
態
度
で
あ
つ
た
が
、
最
近
、
最
高
裁
判
例
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
ケ
ー
ス
が
現
わ
れ
た
。
そ
れ
が
、
最
判
・
昭
和
四
三
年
九
月
三
日
で
あ
り
、
私
が
本
稿
で
取
上
げ
る
テ
ー
マ
の
間
題
意
識

を
生
じ
た
の
は
、
実
は
、
こ
の
判
例
の
検
討
か
ら
で
あ
つ
た
。

　
（
1
）
　
我
妻
ほ
か
「
不
動
産
の
登
記
」
六
一
頁
以
下
等
参
照
。

　
（
2
）
　
ケ
ー
ス
そ
の
も
の
は
一
つ
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
第
二
審
判
決
に
対
し
原
被
告
双
方
か
ら
上
告
が
な
さ
れ
た
た
め
、
最
高
裁
判
決
は
二
つ
出
さ
れ
て
い
る
。

一
一
　
ま
ず
、
本
件
の
事
実
関
係
は
、
大
要
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
大
阪
の
事
件
。
訴
外
A
は
、
甲
地
お
よ
び
乙
地
を
所
有
し
て
い
た
。
甲
地
上
に
A
は
建
物
も
所
有
し
て
い
た
が
、
磧
が
そ
れ
を
借
受
け
、
後
に

戦
災
に
よ
り
焼
失
。
戦
後
、
磧
は
同
地
を
賃
借
の
上
、
地
上
に
建
物
を
建
築
所
有
し
（
た
だ
し
、
保
存
登
記
な
し
）
、
洋
家
具
製
造
販
売
業
を
始
め
、

や
が
て
個
人
企
業
の
株
式
会
社
L
を
設
立
し
、
営
業
は
L
名
義
で
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
乙
地
に
つ
い
て
は
、
L
が
無
断
で
建
物
を
建
築
し
、

後
に
A
の
承
諾
を
得
て
、
適
法
な
借
地
権
と
な
つ
た
。
同
建
物
に
つ
き
、
昭
和
二
七
年
一
〇
月
三
日
、
保
存
登
記
を
な
し
た
が
、
や
が
て
L
よ
り

L
に
売
却
。
そ
の
移
転
登
記
は
、
昭
和
三
〇
年
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
原
告
X
は
、
右
甲
乙
両
地
を
昭
和
二
七
年
九
月
一
六
日
に
買
受
け
、
翌
日
移
転
登
記
を
経
た
う
え
、
明
渡
を
請
求
す
る
本
訴
を
九
月
三

〇
日
に
提
起
し
た
。

　
実
は
、
A
は
X
の
父
と
懇
意
で
あ
り
、
同
人
に
依
頼
し
て
X
よ
り
借
金
し
た
が
、
返
済
の
見
込
が
な
く
、
け
つ
き
よ
く
X
に
右
土
地
の
買
取
を

求
め
、
そ
の
代
金
の
一
部
で
、
借
金
の
返
済
に
あ
て
た
わ
け
で
あ
る
。
X
は
、
当
初
、
右
土
地
の
利
用
方
法
を
考
え
ず
、
ま
た
借
地
権
の
対
抗
力

の
問
題
も
知
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
叔
父
に
あ
た
る
弁
護
士
か
ら
法
律
知
識
を
得
て
、
Y
側
に
対
抗
力
が
な
い
の
を
奇
貨
と
し
て
、
本
訴
に

及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

一
二
　
訴
訟
の
経
過
を
み
る
に
、
第
一
審
・
大
阪
地
判
昭
和
二
九
年
一
一
月
九
日
に
お
い
て
は
、
X
勝
訴
と
さ
れ
た
。
理
由
と
し
て
、
Y
側
に
賃

　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
二
〇
三
）



　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ハ
　
　
　
≡
C
匹
V

借
権
の
対
抗
力
が
存
し
な
い
以
上
、
保
護
は
与
え
ら
れ
る
べ
ぎ
で
は
な
い
、
ま
た
X
に
対
す
る
権
利
濫
用
と
の
抗
弁
は
出
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
十
分
な
立
証
が
な
い
か
ら
採
用
で
き
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
審
・
大
阪
高
判
昭
和
三
九
年
三
月
三
〇
日
（
高
裁
民
集
一
七
巻
二
号
九
七
頁
）
に
お
い
て
は
、
磧
L
に
対
す
る
X
の
土
地
明
渡
請
求
は
棄
却
さ

れ
た
が
、
L
に
対
す
る
明
渡
請
求
は
認
容
さ
れ
、
ま
た
昭
込
ヱ
は
損
害
金
を
支
払
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
判
旨
の
要
点
は
、
つ
ぎ
の
三
点
に
わ

た
つ
て
い
る
。

　
ω
　
X
の
皿
に
対
す
る
明
渡
請
求
は
、
権
利
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
。
X
は
Y
側
に
対
抗
力
の
な
い
事
情
を
奇
貨
と
し
て
明
渡
請
求
し
た
も

の
で
あ
り
、
X
に
土
地
の
必
要
性
は
乏
し
く
、
他
面
、
土
地
明
渡
に
よ
る
Y
の
損
失
は
莫
大
。
し
か
も
職
権
で
調
停
に
附
し
た
と
こ
ろ
、
X
の
態

度
が
強
硬
で
不
調
と
な
つ
た
。

　
ω
　
た
だ
し
、
磧
の
土
地
使
用
は
、
権
限
な
き
占
有
で
あ
り
、
損
害
金
を
払
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
⑥
　
L
に
つ
い
て
は
相
当
因
果
関
係
が
な
く
、
こ
れ
に
対
す
る
損
害
金
請
求
は
当
ら
な
い
。
亀
は
既
に
退
去
し
て
い
る
か
ら
関
係
な
い
。
L
が

家
屋
を
買
受
け
た
の
は
、
X
の
土
地
取
得
後
で
あ
り
、
磧
に
対
す
る
土
地
明
渡
請
求
は
権
利
濫
用
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
L
は
土

地
を
明
渡
す
べ
ぎ
で
あ
り
、
ま
た
込
磧
は
損
害
金
を
払
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
㈹
に
対
し
、
凪
が
上
告
。
こ
れ
が
第
一
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
ω
⑥
に
対
し
、
と
く
に
込
会
社
の
点
に
つ
い
て
X
が
上
告
。
こ
れ
が
第

ニ
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

＝
二
　
最
判
・
昭
和
四
三
年
九
月
三
日
は
、
右
の
二
つ
の
上
告
に
対
応
し
て
い
る
。

　
（
一
）
　
「
…
…
建
物
収
去
・
土
地
明
渡
を
請
求
す
る
こ
と
が
権
利
の
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
結
果
と
し
て
、
上
告
人
が
建
物
収
去
・
土
地
明

渡
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
立
場
に
あ
る
と
し
て
も
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
上
告
人
が
右
の
立
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
直
ち
に
、

そ
の
土
地
占
有
が
権
原
に
基
づ
く
適
法
な
占
有
と
な
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
土
地
占
有
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
も
の
で
も
な



い
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
上
告
人
が
被
上
告
人
に
対
抗
し
う
る
権
原
を
有
す
る
こ
と
な
く
．
右
土
地
を
占
有
し
て
い
る
こ
と
が
被
上
告
人
に

対
す
る
関
係
に
お
い
て
不
法
行
為
の
要
件
と
し
て
の
違
法
性
を
お
び
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
被
上
告
人
の
本
件
建
物
収
去
・
土
地
明
渡
請
求
が
権

利
の
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
し
た
こ
と
と
な
ん
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
、
上
告
人
が
前
記
土
地

を
占
有
す
る
こ
と
に
よ
り
被
上
告
人
の
使
用
を
妨
害
し
、
被
上
告
人
に
損
害
を
蒙
ら
せ
た
こ
と
を
理
由
に
、
上
告
人
に
対
し
．
損
害
賠
償
を
命
じ

た
原
判
決
は
正
当
で
あ
る
。
」

　
関
与
五
裁
判
官
の
全
員
一
致
で
、
上
告
棄
却
。

　
（
二
）
　
「
…
…
原
判
決
挙
示
の
証
拠
に
よ
れ
ば
、
原
審
の
前
記
事
実
の
認
定
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
、

X
の
凪
に
対
す
る
本
件
建
物
収
去
・
土
地
明
渡
の
請
求
を
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
と
し
た
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。
」

「
本
件
建
物
の
所
有
者
で
あ
る
凪
は
、
脇
の
代
表
老
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
、
本
件
建
物
の
所
有
者
で
あ
る
磧
と
占
有
者
で
あ
る
」
と
が
一
体
と

な
つ
て
敷
地
で
あ
る
前
記
土
地
を
不
法
に
占
有
し
、
X
の
使
用
収
益
を
妨
害
し
て
い
る
こ
と
は
、
原
判
文
か
ら
十
分
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
脇
が
本
件
建
物
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
と
X
が
右
土
地
を
使
用
で
き
な
い
こ
と
と
の
間
に

は
相
当
因
果
関
係
が
存
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
…
…
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
」

　
関
与
三
裁
判
官
の
全
員
一
致
で
、
前
段
に
つ
き
棄
却
、
後
段
に
つ
き
破
棄
差
戻
。

　
（
3
）
同
日
付
で
、
二
つ
の
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
最
高
民
集
二
二
巻
九
号
一
七
六
七
頁
の
も
の
で
あ
り
、
後
老
は
、
同
一
八
一
七
頁
の
も
の
で
あ
る
。

働
　
学
説
の
概
観
と
私
見

一
四
　
本
件
判
決
に
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

用
と
判
断
さ
れ
た
点
に
し
ぼ
つ
て

　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉

、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

本
稿
で
は
、
紙
数
の
都
合
上
、
磧
に
対
す
る
X
の
明
渡
請
求
が
権
利
濫

三
九

（
二
〇
五
）



　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
二
〇
六
）

　
本
件
判
決
に
対
す
る
学
界
の
論
評
を
眺
め
る
と
、
X
の
明
渡
請
求
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
賛
成
意
見
が
み
ら
れ
る
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
と
も
結
論
的
に
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
賛
成
な
の
で
あ
る
が
、
権
利
濫
用
法
理
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
批
判
が
あ
る
。

　
判
旨
に
あ
ら
わ
れ
た
権
利
濫
用
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
原
審
判
決
の
詳
細
な
事
実
関
係
の
認
定
を
チ
、
の
ま
ま
基
礎
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
件

構
成
の
仕
方
を
検
討
し
て
み
る
と
、
原
告
の
主
観
的
態
様
も
考
慮
し
、
併
せ
て
当
事
者
間
の
客
観
的
な
利
害
損
失
も
比
較
し
て
お
り
、
つ
ま
り
い

わ
ゆ
る
主
観
的
要
件
と
客
観
的
要
件
と
の
双
方
を
考
慮
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
一
応
、
権
利
濫
用
の
判
断
と
し
て
は
正
統
的
な
態
度
を
示
し
た

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
た
だ
、
認
定
さ
れ
た
事
実
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
被
告
側
の
借
地
権
に
対
抗
力
が
具
備
さ
れ
て
い
な
い
の
を
奇
貨
と
し
て
明
渡
請
求
を
な
し
た
と

は
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
な
害
意
が
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
た
が
つ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
主
観
的
要
件
の
扱
い
方
は
軽
く
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て
お
り
、
客
観
的
要
件
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
同
種
事
件
に
つ
い
て
の
先
例
を
み
る
と
、
最
近
の
最
高
裁
判
決
と
し
て
、
最
判
昭
和
三
八
年
五
月
二
四
日
（
民
集
一
七
巻
五
号
六
三
九
頁
）
と
、
同

昭
和
四
二
年
八
月
二
四
日
（
民
集
二
一
巻
七
号
一
六
八
九
頁
）
と
が
見
出
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
原
審
判
決
を
維
持
し
た
棄
却
判
決
で
あ
る
が
、
内
容
的

に
は
、
前
者
が
明
渡
請
求
を
権
利
濫
用
と
し
て
抑
え
た
も
の
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
後
者
は
権
利
濫
用
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
権
利
濫
用
の
成
立
を
認
め
た
昭
和
三
八
年
の
最
高
裁
判
決
で
は
、
原
告
側
に
明
白
な
害
意
が
あ
り
、
そ
れ
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
権
利
濫
用
の

判
断
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
権
利
濫
用
の
要
件
構
成
と
し
て
最
も
正
統
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
較
べ
る
と
、
本
件
昭
和
四

三
年
の
最
高
裁
判
決
は
、
右
に
指
摘
し
た
よ
う
に
主
観
的
要
件
の
扱
い
方
を
軽
く
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
最
高
裁
の
態
度
と
し
て
一
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

転
回
を
示
す
も
の
と
も
い
え
な
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
実
は
、
判
例
に
お
け
る
主
観
的
要
件
の
軽
視
・
客
観
的
要
件
の
重
視
は
、
す
で
に
昭
和
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

年
代
以
降
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
一
般
的
傾
向
で
あ
り
、
む
し
ろ
本
件
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
は
従
来
の
一
般
的
傾
向
に
そ
う
も
の
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。



（
4
）
　
料
例
批
評
と
し
て
星
野
・
「
判
批
」
法
協
八
七
巻
一
号
九
三
頁
以
下
、
山
本
・
「
判
批
」
判
評
一
二
五
号
一
二
六
頁
以
下
、
石
田
・
「
判
批
」
民
商
六
〇
巻
五
具
、
六
九
三
頁
以
下
、

大
隅
・
「
判
批
」
民
商
六
〇
巻
五
号
七
〇
二
頁
以
下
、
鈴
木
・
「
判
例
解
説
」
法
曹
二
一
巻
二
号
一
四
九
頁
以
下
等
。

（
5
）
　
星
野
前
掲
判
批
も
、
こ
れ
を
指
摘
す
る
。

（
6
）
　
星
野
前
掲
判
批
参
照
。

（
7
）
　
拙
稿
「
権
利
の
濫
用
」
　
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
民
法
の
判
例
）
七
頁
参
照
。
事
案
の
内
容
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
最
判
昭
和
四
〇
年
三
月
九
日
（
民
集
一
九
巻
二
号
一
…
一
二
頁
）

　
の
ご
と
き
は
、
客
観
的
要
件
の
偏
重
を
示
し
て
い
る
。

一
五
　
さ
て
、
対
抗
力
な
き
借
地
権
者
に
対
す
る
明
渡
請
求
が
権
利
濫
用
に
な
る
か
ど
う
か
の
問
題
を
め
ぐ
つ
て
、
主
観
的
要
件
を
軽
く
し
、
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

観
的
要
件
に
重
き
を
お
い
て
判
断
す
る
の
が
判
例
の
傾
向
で
あ
り
、
し
か
も
権
利
濫
用
の
認
め
ら
れ
る
要
件
が
し
だ
い
に
緩
和
さ
れ
る
と
す
る
と
、

こ
れ
は
何
を
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
権
利
濫
用
の
要
件
が
ど
の
程
度
ま
で
緩
和
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
の
一
層
の
緩
和
を
予
測
す
る
と
い
う
の
が
、
当
面
、
穏
健
な
観
察
で
は
あ
ろ

　
　
　
　
（
9
）

う
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
、
権
利
濫
用
の
認
定
の
容
易
化
が
、
け
つ
き
よ
く
対
抗
力
な
き
借
地
権
者
の
保
護
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
す

す
ん
で
、
対
抗
力
な
き
借
地
権
者
に
対
抗
力
を
認
め
る
と
す
る
理
論
の
登
場
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
い
う
の
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
状
況
か
ら
、
対
抗
力
な
き
借
地
権
者
に
対
す
る
明
渡
請
求
に
つ
い
て
、
権
利
濫
用
法
理
の
濫
用
さ
れ
る
兆
候

が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
対
抗
力
な
き
借
地
権
者
に
対
す
る
明
渡
請
求
が
、
或
る
一
定
の
条
件
の
も
と
に
ー
と
く
に
客
観
的
要

件
に
重
き
を
お
い
て
ー
ほ
ぽ
確
実
に
権
利
濫
用
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
一
定
の
条
件
の
も
と
で
、
行
使
さ
れ
る
べ
ぎ
権
利
自
体
に
内
在

的
限
界
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
逆
に
い
え
ば
、
そ
の
一
定
の
条
件
の
も
と
で
．
対
抗
力
な
き
借
地
権
者
に
対
抗

力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
権
利
濫
用
法
理
の
ご
と
ぎ
一
般
条
項
は
、
本
来
、
軽
々
し
く
用
い
る
べ
ぎ
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
機
能
的
限
界
を

考
え
て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
再
び
舟
橋
教
授
の
表
現
を
か
り
る
な
ら
ば
、
「
濫
用
法
理
か
ら
の
脱
皮
」
が
必
要
な
時
期
に
至
つ
た
と
い
え
る

　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
二
〇
八
）

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
（
8
）
　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
下
級
審
判
例
に
、
相
当
は
つ
ぎ
り
現
わ
れ
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
最
高
裁
判
例
と
し
て
は
、
明
渡
請
求
を
認
め
た
も
の
が

　
　
多
く
、
事
情
に
よ
り
、
権
利
濫
用
の
法
理
を
用
い
て
借
地
権
者
の
救
済
を
図
つ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
下
級
審
判
例
の
傾
向
は
、
や
が
て
最
高
裁
に
も
影
響
を
及
ぽ
し
て

　
　
ゆ
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
私
は
考
え
る
。
幾
代
（
編
）
・
注
釈
民
法
（
1
5
）
二
七
九
頁
以
下
（
幾
代
）
、
舟
橋
（
編
）
・
注
釈
民
法
（
6
）
三
一
七
頁
以
下
（
吉
原
）
、
と
く
に
三

　
　
四
六
頁
以
下
、
広
瀬
・
「
未
登
記
借
地
権
の
対
抗
力
」
借
地
借
家
法
の
課
題
七
頁
以
下
、
広
中
・
借
地
借
家
判
例
の
研
究
一
五
九
頁
以
下
、
星
野
・
借
地
借
家
法
四
〇
六
頁
以
下
等

　
　
参
照
。

　
（
9
）
　
山
本
・
前
掲
「
判
批
」
判
評
一
二
五
号
一
二
七
頁
参
照
。

　
（
1
0
）
や
や
事
情
は
異
な
る
が
、
か
つ
て
民
法
六
一
二
条
二
項
に
お
け
る
、
賃
借
権
の
無
断
譲
渡
ま
た
は
無
断
転
貸
を
し
た
賃
借
人
に
対
す
る
賃
貸
人
の
解
除
権
に
つ
き
、
そ
の
制
限

　
　
理
論
が
、
一
般
条
項
を
過
渡
的
に
利
用
し
つ
つ
判
例
・
学
説
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
六
　
さ
て
、
法
定
の
対
抗
力
を
も
た
な
い
借
地
権
者
の
保
護
を
、
ど
の
よ
う
に
構
成
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。
権
利
濫
用
理
論
か
ら
脱
皮
し

て
、
対
抗
力
を
認
め
て
ゆ
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
な
る
条
件
の
も
と
に
認
め
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
最
近
の
学
説
で
は
、
借
地
権
者
に
対
し
明
渡
を
請
求
す
る
新
地
主
を
、
登
記
欠
敏
を
主
張
し
え
な
い
第
三
者
と
し
て
処
理
す
る
ー
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

第
三
者
に
関
す
る
制
限
理
論
が
、
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
借
地
権
者
が
対
抗
力
を
も
つ
べ
き
方
法
は
、
民
法
に
よ
る
賃
借
権
の
登
記
か
、
ま
た
は
建
物
保
護
法
に
よ
る
借
地
上
の
建
物
の
登
記
で
あ
り
、

そ
の
登
記
を
経
て
い
な
い
こ
と
を
つ
い
て
新
地
主
の
明
渡
請
求
が
な
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
相
手
方
の
登
記
欠
飲
を
主
張
す
る
点
に

お
い
て
、
か
の
物
権
二
重
譲
渡
に
お
け
る
対
抗
問
題
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
借
地
権
者
の
保
護
を
、
登
記
欠
欲
を
主
張
し

え
な
い
第
三
者
と
い
う
、
第
三
者
の
制
限
理
論
を
も
つ
て
構
成
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
合
理
的
な
発
想
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
間
題
の
焦
点
は
、
こ
の
場
合
の
第
三
者
の
制
限
を
ど
う
考
え
る
か
、
で
あ
る
が
、
借
地
権
者
の
保
護
と
い
う
目
的
に
即
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
周
知
の
よ
う
に
、
物
権
法
上
の
理
論
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
背
信
的
悪
意
者
の
排
除
は
、
既
に
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
も
の
と
い
つ
て
さ
し
つ
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

な
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
問
題
の
性
質
上
、
さ
し
あ
た
り
、
そ
の
理
論
を
借
用
し
て
く
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。



　
そ
こ
で
、
借
地
権
老
に
対
し
明
渡
請
求
を
な
し
え
な
い
者
と
し
て
、
ま
ず
い
わ
ゆ
る
背
信
的
悪
意
者
の
排
除
で
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

背
信
的
悪
意
者
排
除
の
理
論
は
、
も
と
も
と
二
重
譲
渡
の
さ
い
の
所
有
権
の
対
抗
関
係
1
い
わ
ば
所
有
権
対
所
有
権
の
関
係
で
構
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
当
面
の
課
題
で
あ
る
、
借
地
権
者
に
対
す
る
新
地
主
の
明
渡
請
求
は
、
い
わ
ば
利
用
権
対
所
有
権
の
関
係
で
あ
り
、
近
時
の
利
用
権

保
護
と
い
う
立
法
・
判
例
の
一
般
的
傾
向
に
即
し
て
み
れ
ば
、
背
信
的
悪
意
者
排
除
の
理
論
は
、
借
地
権
保
護
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
拡
張
さ
れ

て
も
よ
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
点
を
き
わ
め
て
明
確
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
広
中
教
授
で
あ
り
、
判
決
の
多
く
が
権
利
濫
用
の
法
理
を
用
い
て
そ
の
結
論
を
正
当
化
し
て

い
る
の
は
「
過
渡
的
段
階
の
表
現
」
で
あ
り
、
「
あ
る
べ
き
命
題
は
、
お
よ
そ
借
地
人
が
現
に
建
物
所
有
の
目
的
で
使
用
し
て
い
る
土
地
を
第
三

者
が
悪
意
で
（
こ
の
場
合
の
「
悪
意
」
は
「
借
地
人
を
害
す
る
こ
と
を
知
つ
て
」
と
い
う
の
と
同
じ
と
考
え
て
よ
い
）
取
得
し
た
と
き
は
借
地
人
は
法
定
の
対

抗
要
件
を
そ
な
え
て
い
な
く
て
も
そ
の
借
地
権
を
も
つ
て
こ
れ
に
対
抗
し
う
る
、
と
い
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
主
張
し
て

　
　
　
（
1
3
）

お
ら
れ
る
。

　
卓
見
で
あ
る
と
は
思
う
け
れ
ど
も
、
悪
意
者
全
部
の
排
除
に
ま
で
理
論
を
徹
底
さ
せ
て
し
ま
う
の
に
は
、
率
直
な
と
こ
ろ
、
や
や
躊
躇
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
こ
と
に
、
借
地
権
の
存
在
に
関
す
る
悪
意
を
、
借
地
権
者
に
損
害
を
与
え
る
と
い
う
害
意
と
同
質
的
に
解
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

た
地
上
建
物
の
存
在
に
関
す
る
認
識
を
、
そ
の
ま
ま
借
地
権
に
関
す
る
悪
意
に
お
き
か
え
て
ゆ
か
れ
る
こ
と
に
は
、
若
干
の
疑
問
が
感
じ
ら
れ
る

　
　
　
　
（
1
5
）

か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
も
つ
と
も
弾
力
的
な
理
論
を
示
さ
れ
る
の
は
星
野
教
授
で
、
背
信
的
悪
意
者
に
限
定
せ
ず
、
実
質
的
に
登
記
欠
歓
を
主
張
す
る
正
当

な
利
益
を
有
し
な
い
者
を
第
三
者
か
ら
外
し
、
ど
の
よ
う
な
者
が
こ
れ
に
あ
た
る
か
は
、
当
事
者
間
の
種
々
の
事
情
を
比
較
考
慮
し
て
判
断
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

の
が
よ
い
、
と
主
張
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
利
益
較
量
論
の
立
場
か
ら
、
具
体
的
事
情
に
あ
わ
せ
て
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
、
ま
さ
に
魅
力
的
な
見

解
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
二
一
〇
）

　
背
信
的
悪
意
者
以
外
に
も
、
登
記
欠
敏
を
主
張
す
る
正
当
な
利
益
を
有
し
な
い
者
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
点
に
お
い
て
効
果
的
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
他
面
、
背
信
的
悪
意
者
で
あ
り
な
が
ら
．
登
記
欠
歓
を
主
張
す
る
正
当
な
利
益
を
有
す
る
者
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。
私
と
し
て
は
、
背
信
的
悪
意
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
部
を
第
三
者
か
ら
排
除
す
べ
ぎ
で
あ
り
、
背
信
的
悪
意
者
に
つ
い
て
さ
ら
に
登
記

欠
敏
を
主
張
す
る
正
当
な
利
益
を
有
す
る
か
否
か
を
類
型
的
に
考
え
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
背
信
的
悪
意
者
排
除
の
理
論
は
、
既
に

ほ
ぽ
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
方
が
便
宜
で
も
あ
り
、
ま
た
明
快
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
（
1
1
）
　
判
批
と
し
て
、
星
野
・
前
掲
、
大
隅
・
前
掲
等
参
照
。

　
（
1
2
）
　
文
献
は
多
い
が
．
舟
橋
（
編
Y
注
釈
民
法
⑥
三
七
頁
以
下
（
吉
原
）
に
要
領
の
よ
い
ま
と
め
が
み
ら
れ
る
。

　
（
1
3
）
広
中
・
「
対
抗
要
件
は
悪
意
の
第
三
者
に
対
し
て
も
必
要
か
」
民
法
の
基
礎
知
識
五
〇
頁
。
同
教
授
の
こ
の
主
張
は
、
い
ち
早
く
、
名
古
屋
地
判
昭
和
三
六
年
一
〇
月
六
日
（
判

　
　
時
二
七
九
号
二
一
頁
）
の
判
批
に
お
い
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
判
評
四
五
号
一
四
頁
以
下
、
借
地
借
家
判
例
の
研
究
一
五
九
頁
以
下
参
照
。

　
（
14
）
　
石
田
・
「
権
利
の
濫
用
」
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
昭
和
四
三
年
度
重
要
判
例
解
説
）
四
三
頁
以
下
、
同
前
掲
「
判
批
」
七
〇
二
頁
参
照
。

　
（
1
5
）
　
む
し
ろ
立
法
論
で
あ
り
、
解
釈
論
と
し
て
は
無
理
だ
と
の
批
判
も
あ
る
。
星
野
・
書
評
「
幾
代
“
鈴
木
”
広
中
「
民
法
の
基
礎
知
識
」
」
法
学
二
八
巻
二
号
九
二
頁
以
下
、
民
法

　
　
論
集
－
三
三
八
頁
以
下
参
照
。

　
（
1
6
）
　
星
野
・
借
地
借
家
法
四
一
四
頁
以
下
、
同
前
掲
「
判
批
」
一
〇
五
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

繭
七
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
私
と
し
て
は
、
基
本
的
に
は
背
信
的
悪
意
者
排
除
の
理
論
を
採
用
す
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
る
。
と

い
う
の
は
、
背
信
的
悪
意
老
排
除
の
理
論
は
既
に
ほ
ぽ
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
適
用
を
拡
張
す
る
こ
と
に
さ
ほ
ど
の
抵
抗
が
な
い
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
理
論
と
し
て
み
た
場
合
も
、
本
件
判
旨
の
採
る
よ
う
な
権
利
濫
用
法
理
の
濫
用
の
恐
れ
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
お
そ
ら
く
、
星
野
教
授
の
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
こ
の
背
信
的
悪
意
者
排
除
の
理
論
を
も
つ
て
し
て
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
場
合
も
生
ず
る
に
ち

が
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
こ
そ
、
例
外
的
に
権
利
濫
用
の
法
理
を
用
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
再
び
権
利
濫
用
法
理

の
適
用
領
域
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
一
般
条
項
た
る
機
能
が
最
も
よ
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
（
17
）
　
同
説
と
し
て
、
大
隅
・
前
掲
「
判
批
」
七
〇
八
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
結
果
的
同
説
と
し
て
、
鈴
木
・
借
地
法
（
下
）
一
〇
五
〇
頁
以
下
参
照
。



四
　
む
　
す
　
び

一
八
　
以
上
を
要
す
る
に
、
権
利
濫
用
理
論
に
は
、
一
般
条
項
と
し
て
の
守
備
範
囲
が
あ
り
、
そ
れ
を
こ
え
て
濫
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
も

し
そ
れ
が
濫
用
さ
れ
始
ま
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
つ
て
新
し
い
理
論
の
登
場
が
促
さ
れ
、
そ
の
限
り
、
権
利
濫
用
理
論
は
一
つ
の
終
期
を
迎
え
る
。

そ
の
よ
う
な
一
般
条
項
と
し
て
の
機
能
的
限
界
を
具
体
的
に
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
、
私
の
意
図
で
あ
つ
た
。

　
的
確
な
論
証
を
す
る
た
め
に
は
、
も
つ
と
広
汎
な
判
例
・
学
説
の
分
析
が
必
要
で
あ
り
．
ま
た
建
物
保
護
法
に
お
け
る
登
記
に
よ
る
対
抗
力
附

与
と
い
う
制
度
自
体
の
合
理
性
ー
と
り
わ
け
日
本
社
会
と
の
適
合
性
ー
の
分
析
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
既
に
所
定
の
紙
数
に
達
し

て
し
ま
つ
た
の
で
、
甚
だ
意
に
満
た
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
他
日
の
補
完
を
期
し
つ
つ
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
一
・
一
二
・
六
）

権
利
濫
用
理
論
の
一
つ
の
終
焉

四
五

（
一
二
一
）


